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総合交通計画に基づく
施策の進捗について

資料５
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◆令和４年度の事業
総合交通計画実施スケジュール

【令和４年度重点的に取り組んだ施策】

１ 運行情報のオープンデータ化・
公表と更新体制の確立

２ 公共交通や拠点等に係る位置
付け・役割等の設定及び見直し

３ 運行本数の拡大若しくは縮小に
向けた見直し

４ 運賃制度の見直し
５ 待合環境の見直し
６ 学校・企業等と連携したモビリ

ティ・マネジメントの展開
７ 市民との意見交換会の実施
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１ 運行情報のオープンデータ化・公表と更新
体制の確立

宮城県及び市町村共同オープンデータポータルサイト

＜進捗・成果＞
・住民バスのGTFSデータ※を9月
30日から市のHPで公開開始
したほか、宮城県及び市町村
共同オープンデータポータル
サイトにも10月14日から公開
開始。

・現在はグーグルマップへの
反映に向けて、審査を受けて
いる段階。

・グーグル反映後はその他経路
検索コンテンツにも反映を
進めていく。

・路線バスにおいてもGTFS
データの作成を完了しており、
順次グーグルマップへ反映
する予定。

※GTFSデータ
バスの運行ダイヤや運賃などの運行情報を、国土交通省が
定めた「標準的なバス情報フォーマット」形式（GTFS-
JP）のデータで作成したもの。



4

２ 公共交通や拠点等に係る位置付け・役割等の設定
及び見直し

・河北・雄勝・北上地区の住民バスの再編案を作成中。
・令和４年度中に再編の方針をまとめ、令和５年度で住民説明や事業
者との最終調整を行い、令和６年度から実施予定。

・先行して桃生地区住民バスでは令和５年度から「桃生イオンモール
石巻線」及び「桃生ワンコインタクシー」の実証運行を開始予定。

・令和５年度は、本庁・河南・桃生・牡鹿地区の住民バス等の再編を
行う予定。
※詳細は次ページ
参照のこと。

＜進捗・成果＞

運行形態 運行日 運行本数 運行形態 運行日 運行本数

飯野川第1コース
デマンド運行

※乗降場所指定
火・木 5往復

デマンド運行

※乗降場所指定
火・木 5往復

飯野川第2コース
定時定路線＋デマンド

※一部バス停は要予約
火・木 1往復

デマンド運行

※乗降場所指定
火・木 5往復

二俣第1コース
定時定路線＋デマンド

※一部バス停は要予約
火・木 1往復

デマンド運行

※乗降場所指定
月・水 5往復

二俣第2コース
定時定路線＋デマンド

※一部バス停は要予約
火・木 1往復 ※雄勝線に統合

大川コース
定時定路線＋デマンド

※一部バス停は要予約
水・金 1往復 ※雄勝線に統合

大須三区線
定時定路線＋デマンド

※一部バス停は要予約
平日

4往復

＋往路2便

定時定路線＋デマンド

※雄勝線に名称変更
平日 4.5往復

名振線
デマンド運行

※乗降場所指定
平日 2.5往復

デマンド運行

※乗降場所指定
平日 2.5往復

水浜線
デマンド運行

※乗降場所指定
平日 3.5往復

デマンド運行

※乗降場所指定
平日 3.5往復

定時定路線 平日
4往復

＋往路2便
定時定路線 平日 4.5往復

雄勝地区

北上地区

再編前（現状） 再編後
路線 コース

河北地区

表 再編前後の運行概要
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河北・雄勝・北上再編素案（イメージ図）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンモール石巻

上品の郷

皿貝松の木

北境トヤケ森

福地中原

釜谷入口/
入釜谷

道の駅
硯上の里おがつ

船越

波板

荒バス停

神割崎入口

北上総合支所北上小前

大上
飯野川地区

（定路線型デマンド①）
火・木
5.0往復

雄勝地区
（区域型デマンド）
平日 2.5～3.5往復

石巻赤十字病院

北上線（仮）
平日

4.5往復
※朝便1.0往復

雄勝線（仮）
平日

4.5往復
※朝便1.0往復

二俣地区
（定路線型デマンド①）

月・水
5.0往復

上品の郷

皿貝松の木

北境トヤケ森

福地中原

釜谷入口/
入釜谷

船越

波板

荒バス停

神割崎入口

北上総合支所北上小前

大上
飯野川地区

（定路線型デマンド①）
火・木
5.0往復

石巻赤十字病院

ミヤコーバス
河北線
毎日

8.0往復

北上線（仮）
平日

4.5往復
※朝夕1.0往復

雄勝線（仮）
平日

4.5往復
※朝便1.0往復

二俣地区
（定路線型デマンド①）

月・水
5.0往復

朝

通常

ミヤコーバス
河北線
毎日

8.0往復

道の駅
硯上の里おがつ

鹿又駅

イオンモール石巻

雄勝地区
（区域型デマンド）
平日 2.5～3.5往復

鹿又駅

上品の郷

皿貝松の木

北境トヤケ森

福地中原

釜谷入口/
入釜谷

雄勝地域拠点エリア

船越

波板

荒バス停

神割崎入口

北上総合支所北上小前

大上

飯野川第2
火・木
1.0往復

飯野川第1
火・木
5.0往復

北上地区
平日

4.5往復＋1便

二俣第1
火・木
1.0往復

二俣第2
火・木
1.0往復

大川
水・金
1.0往復

大須三区線
平日

4.5往復＋1便

水浜線
平日

3.5往復

名振線
平日

2.5往復

石巻赤十字病院

ミヤコーバス
河北線
毎日

8.0往復

イオンモール石巻

鹿又駅

現状 再編後

■基本的な考え

１ 同一方面へ運行する３つのエリアを統合

河北・雄勝・北上の3エリアの最終的な目的地は石巻市街地方面
であり、一部では経路が重複する実態もあるなど、非効率な運行
を行っている。（総合交通計画に示す課題のとおり）

このため、これら3エリアを面的に捉えてサービスの統合を図り、
サービスの再配置を行うことで、より効率性を高め、さらに利便
性も高める見直しを行うものとする。

２ 石巻赤十字病院・イオンモール石巻への直通便を追加

当該地域の住民バスについては、路線バスとの重複回避や、可
能な限り路線バスへの需要集約を図ることを目的に、上品の郷な
どでの乗継を基本とした見直しを行ったが、乗り継ぎなどの不便
さなどから利用が減少したほか、路線バスについても、新型コロ
ナウィルス感染拡大などの外部的な要因から、輸送量が減少して
おり、需要集約だけでは改善を見込むことが困難なため、住民の
利便性を高めることを主眼として、各地域から石巻赤十字病院・
イオンモール石巻への直通便を1往復設定する見直しを行うもの。
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河北・雄勝・北上再編後に想定される経路図

1

2

1
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桃生イオンモール石巻線及び桃生ワンコインタクシーの実証運行

■桃生イオンモール石巻線
・桃生上品の郷の終点を「上品の郷」から「イオンモール

石巻」に変更（上品の郷停留所は廃止）
・上記に伴う時刻表及び運賃表の改定

■桃生ワンコインタクシー

・太田樫崎線及び倉埣永井線を廃止し、地区内であれば

一乗車５００円のワンコインタクシーに変更
※上記２件とも実証期間はR5.4.1～6.3.31
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3 運行本数の拡大若しくは縮小に向けた見直し
＜進捗・成果＞

・路線バスの石巻駅からイオンモール・日赤方面の周遊性強化を検討。
・具体的には河南線、蛇田線及び石巻日赤線を一体的に見直すことで、３０
～４５分ヘッドで石巻駅、イオン石巻、日赤病院の拠点間を移動の利便性
を高める。

・現在は、各路線ごとの必要便数を集計中。
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４ 運賃制度の見直し
＜進捗・成果＞
・路線バスの「市内均一運賃」や「まちなか運賃」などの導入に向けた
パターンごとのシミュレーションを実施中。

【検討項目】 【まちなか運賃想定パターン】
項目 概要 

広域路線における

上限運賃の検討 

〇上限 500 円・600 円・700 円とした

場合の検討 

〇対象：河北線・鮎川線・河南線・女

川線・石巻専修大学線 

まちなか運賃 

の検討 

■骨格路線 

〇運賃 200 円均一・150 円均一 

〇対象：鹿妻線・石巻免許センター

線・蛇田線 

■中心市街地内 

〇運賃 100 円均一・50 円均一 

〇対象：石巻駅～いしのまき元気市場

～中央三丁目間 

乗り継ぎ利用時の

運賃 

〇通し運行時と同程度の運賃となるよ

うに、乗り継ぎ割引を設定 

石巻市内 1 日乗車

券 

〇石巻市内全域の 1 日乗車券 

〇石巻エリアの 1 日乗車券 

割引運賃・フリー

パス 

〇高齢者向け市内フリーパス 

〇平日昼間割引 

 

項目 概要 メリット・デメリット 

①段階的運賃設

定（300 円上

限設定） 
（150 円・200 円・250

円・300 円） 

〇初乗りを 150 円（10 円値下げ）、

上限 300 円とし、50 円刻みにし

てわかりやすい運賃設定とす

る。 
〇ただし、基本的には運賃切り上

げ（現行 180 円→200 円）とし

て、値下げ分の減収をカバー。 

■メリット 
・運賃設定が 4 パターンとわかりや

すくなり、短区間利用は割安とな

るため、利用に繋がりやすい。 
■デメリット 
・160 円区間以外では据え置き・値

上げとなるため、現行ユーザーへ

の負担が増える場合あり。 

②200 円均一運

賃設定 

〇区間内は 200 円均一とすること

でわかりやすさ・使いやすい運

賃設定とする。 

■メリット 

・200 円より上の運賃区間は割安に

なり、利用抵抗の軽減に繋がる。 

■デメリット 

・初乗りの値上げによる短距離利用

の逸走の懸念。 

・200 円より上の運賃の値下げによ

る減収幅と、値上げによる増収幅

の差分によって減収が上回る可

能性。 

③上限運賃設定

（ 300 円 な

ど） 

〇対キロ区間制運賃はそのままに

して、上限 300 円運賃設定とす

る。 

※市全域の上限と合わせて、市街

地 300 円上限、全域 500 円（仮）

上限などとする。 

■メリット 

・現状のボリュームゾーンである

310 円利用者などの値下げによる

利用抵抗の軽減に繋がる。 

■デメリット 

・市街地での運賃の値下げ対象とな

る利用者はほとんどなく、わかり

やすさ・利用しやすさに繋がらな

い懸念。 
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５ 待合環境の見直し
＜進捗・成果＞

・サイン・誘導に係るガイドラインの素案を作成中。
・後述する7.市民との意見交換会にて、関係団体との意見交換会を
行う予定。
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６ 学校・企業等と連携したモビリティ・マネジメントの
展開

動画リンク
（https://www.khb-
tv.co.jp/news/14704009）

・市職員を対象に「公共交通チャレンジデー」を実施。
・各記者クラブ等に投げ込み、テレビや新聞でも報道されたほか、
ＳＮＳでも発信し、県内でも同様の取組を開始する自治体がある。

・現在、職員アンケートを行っており、当日の参加状況などを取りまとめ、
令和５年４月以降、市内の企業や学校へ展開する予定。

＜進捗・成果＞
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7 市民との意見交換会の実施
＜進捗・成果＞

・5.待合環境の見直しで作成したガイドラインに対する意見交換会を
令和５年３月に実施予定。

昨年度の意見交換会 風景


